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光で駆動する省エネルギー型のアクチュエーターや人工筋肉材料、分子
認識能を有する吸着剤、ナノ薬剤などの開発に役立ちます。
研究では新しい化合物を合成してナノシートとの複合体を作製し、そのミ
クロな構造や反応性を解析します。研究を通じて物質の合成技術や分
析技術、表面・界面に関する専門知識を身に付けることができます。

ナノシート上に分子を並べる技術やその積層構造を作製する技術を開
発し、光反応によってマクロな運動機能の創出を目指しています。光運動
機能を示す材料の中で、分子が光反応によりどのように運動しているかの
運動機能の発現機構解明を目指しています。

多フッ素化界面活性剤をナノシート上に配列化させることで、ナノシートの
形態を制御し、分子スケールのナノ空間をもつナノスクロール素材を開発し
ています。
光温熱療法におけるナノ薬剤開発を目指してナノスクロールと金ナノ粒子
複合ナノ粒子を開発しています。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

近年に開発された次世代DNAシーケンサーを利用することで一度に数
百万塩基対の遺伝子の塩基配列を決定できるようになりました。それに
伴って微生物の遺伝情報を解読する技術も飛躍的に進歩しました。ゲノ
ム解析によって得られた情報を利用して環境中の微生物がどのようにして
難分解性の芳香族化合物を分解して栄養源として利用できる機能を
獲得したのかを解明することを試みています。また、ゲノム情報を活用して
有機性廃棄物および植物由来の未利用バイオマスを有機肥料や医薬
品原料などの有用物質に変換する反応系の開発を行っています。

この研究はどう役立つ︖研究から学べることは︖

研究内容
ナノシート反応場を利用した光運動材料の開発

芳香族化合物メタ開裂分解経路の進化
染色体組み込み型可動性遺伝因子の探索および水平伝播の解明

メタン発酵副産物の微生物処理と有効利用
植物のリグニン由来低分子化合物の微生物変換

研究内容
微生物ゲノムの解析による物質変換能の獲得機構の解明

有機性廃棄物および未利用バイオマスの微生物処理による
有効利用化

ナノスクロール構造を利用した機能材料の開発

ナノシートに分子を並べて機能を発現させる新材料

SDGsの達成に向けた微生物のゲノム解析

積層ナノシートの層間への分子のインターカレーション 光反応により誘起されるフィルムの光屈曲運動やナノスクロールの光伸縮運動

光応答性を示すナノシート積層フィルムやナノスクロール材料の作製

ひとこと
研究には様々な分野があり、試してみないと分からないこ
とが多いです。幅広い経験を積んで、皆さんがおもしろい︕
楽しい︕と感じるものを見つけてください。
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出身:大阪府大阪市
趣味:旅行、飲み歩き
講義:分光分析学、機器分析化学Ⅱ、等
専門:光化学、機能材料化学

ひとこと
生命科学は、特に発展が著しい分野です。
また、環境問題は人類の喫緊の課題です。
生物の優れた機能を利用して持続可能な開発目標

（SDGs）の達成に取り組みましょう。

出身:福岡県久留米市
趣味:色々なものを収集してリサイクルすること
講義:分子生物学、微生物工学、細胞生命工学、等
専門:環境微生物学

複合化によるXRD変化

ナノシート積層材料

透明性の高いフィルム　試料

フィルムの
光屈曲運動

ナノスクロール材料

ナノスクロールの
光伸縮運動

有機性廃棄物・植物由来の
未利用バイオマスの活用

環境中の微生物
Environmental microbes

物質変換機能の獲得機構の解明
Elucidation of functional
evolution mechanism 

ゲノム解析
Genomic analysis

Utilization of organic waste & 
plant biomass

→ HPでの研究紹介　https://www.chem.miyazaki-u.ac.jp/~hirose2

電子顕微鏡写真
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